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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

 

回次
第38期

中間連結会計期間
第39期

中間連結会計期間
第38期

会計期間
自 2025年４月１日
至 2025年９月30日

自 2026年４月１日
至 2026年９月30日

自 2025年４月１日
至 2026年３月31日

売上高 (百万円) 27,838 36,124 59,557

経常利益 (百万円) 502 4,084 2,539

親会社株主に帰属する中間（当
期）純利益

(百万円) 317 2,986 1,608

中間包括利益又は包括利益金額 (百万円) △438 3,926 4,078

純資産額 (百万円) 76,821 83,445 80,390

総資産額 (百万円) 107,193 114,060 111,400

１株当たり中間（当期）純利益
金額

(円) 3.35 31.54 16.99

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 71.7 73.2 72.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,880 5,875 6,425

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,897 △1,190 △4,941

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △5,074 △3,765 △5,874

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(百万円) 18,579 20,357 19,091
 

(注) １．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ(E01712)

半期報告書

 2/27



 

２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

 また、事業に携わる主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の

判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」

についての重要な変更はありません。

また、重要事象等は存在しておりません。
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２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当中間連結会計期間（2026年４月１日から2026年９月30日まで）における世界経済は、中東情勢の長期化を背景

としたエネルギー価格の高騰やインフレ圧力など下振れリスクを抱えながらも、AI関連投資の拡大などに支えら

れ、底堅く推移しました。こうした外部環境のもと、当社グループの事業環境においては、世界的な自動化投資が

底堅く推移したことに加え、AI関連を中心とした先端半導体分野における設備投資需要の拡大を背景に、半導体製

造装置向けの受注高が増加したことにより、連結受注高は前年同期比70.7％増加の503億86百万円となりました。

用途別の売上高の動向につきましては、産業用ロボット向けは、中国向けが減少したものの、国内及び欧州向け

の増加がこれを上回り、全体として増加しました。半導体製造装置向けは、AI関連投資の拡大を背景に、データセ

ンター向け及び先端半導体分野における設備投資需要が引き続き堅調に推移したことから、売上高は増加しまし

た。

これらの結果、当中間連結会計期間の売上高は、前年同期比29.8％増加の361億24百万円となりました。

損益面につきましては、販売費及び一般管理費は増加したものの、売上高の増加に伴う増益効果の影響により、

営業利益は前年同期比803.5％増加の42億5百万円となりました。また、主に営業利益の増益に伴い、親会社株主に

帰属する中間純利益も前年同期比841.8％増加の29億86百万円となりました。

なお、製品群別の売上高は、減速装置が前年同期比26.2％増加の276億36百万円、メカトロニクス製品が同43.0％

増加の84億87百万円で、売上高比率はそれぞれ、76.5％、23.5％となりました。

 
 

報告セグメントの業績は、以下のとおりであります。

なお、当中間連結会計期間より、当社グループの主要な経営管理指標を経常利益から営業利益に変更したことに

伴い、セグメント利益も経常利益から営業利益に変更しております。

 

（日本）

産業用ロボット向け及び半導体製造装置向けの受注高が増加し、売上高は前年同期比39.1％増加の172億6百万円

となりました。また、セグメント利益（営業利益）は、工場稼働率の上昇により製造原価率が改善し、前年同期比

229.4％増加の47億21百万円となりました。

 

（中国）

半導体製造装置向けの受注高は増加したものの、産業用ロボット向けの受注高が減少し、売上高は前年同期比

1.4％減少の22億45百万円となりました。また、セグメント利益（営業利益）は、減収の影響に加え、販売費及び一

般管理費の増加により、前年同期比25.0％減少の2億20百万円となりました。

 
（北米）

手術支援ロボット向け及び半導体製造装置向けの受注高が増加し、売上高は前年同期比29.9％増加の71億39百万

円となりました。また、セグメント利益（営業利益）は、増収の影響に加え、前年同期に計上していた基幹システ

ム更新に伴う一過性の費用が減少したことにより、5億3百万円のセグメント利益（前年同期はセグメント損失32百

万円）となりました。

 

（欧州）

産業用ロボット向け及び航空・宇宙・防衛向けの受注高が増加し、売上高は前年同期比23.9％増加の95億34百万

円となりました。また、セグメント利益（営業利益）は、ハーモニック・ドライブ・エスイー株式取得時に計上し

た無形資産に係る償却費5億31百万円の負担はあるものの、増収の影響により、前年同期比399.7％増加の1億74百万

円となりました。
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(2) 財政状態の分析

当中間連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて26億59百万円増加（前連結会計年度末比2.4％増）

し、1,140億60百万円となりました。これは、固定資産が9億72百万円減少（前連結会計年度末比1.6％減）した一方

で、売上高の増加に伴い受取手形が12億32百万円増加（前連結会計年度末比32.9％増）、売掛金が6億31百万円増加

（前連結会計年度末比5.5％増）したこと、受注の増加により仕掛品が8億20百万円増加（前連結会計年度末比

19.1％増）したことが主な要因です。

負債は、前連結会計年度末に比べて3億95百万円減少（前連結会計年度末比1.3％減）し、306億14百万円となりま

した。これは、支払手形及び買掛金が12億36百万円増加（前連結会計年度末比51.7％増）し、未払法人税等が11億

62百万円増加（前連結会計年度末比328.2％増）した一方で、借入金の返済を進めたことにより、短期借入金が14億

99百万円減少（前連結会計年度末比68.0％減）したこと、長期借入金が9億45百万円減少（前連結会計年度末比

10.4％減）したことが主な要因です。

純資産は、前連結会計年度末に比べて30億55百万円増加（前連結会計年度末比3.8％増）し、834億45百万円とな

りました。これは、利益剰余金が20億39百万円増加（前連結会計年度末比5.3％増）し、為替換算調整勘定が7億16

百万円増加（前連結会計年度末比4.0％増）したことが主な要因です。

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の72.2％から73.2％になりました。

 
 
(3) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べて12億66百万円増加し、203億57

百万円となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりです。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における営業活動による収入は58億75百万円となりました。（前年同期は38億80百万円の収

入）

これは、税金等調整前中間純利益を40億69百万円、減価償却費を35億23百万円計上した一方で、売上債権が17億

11百万円、棚卸資産が16億11百万円増加したことが主な要因です。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における投資活動による支出は11億90百万円となりました。（前年同期は28億97百万円の支

出）

これは、有形固定資産の取得による支出が20億51百万円あった一方で、定期預金の払戻による収入が15億27百万

円あったことが主な要因です。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における財務活動による支出は37億65百万円となりました。（前年同期は50億74百万円の支

出）

　これは、短期借入金の返済による支出が37億61百万円、配当金の支払が9億47百万円、長期借入金の返済による支

出が9億45百万円あった一方で、短期借入れによる収入が23億20百万円あったことが主な要因です。

 

 
(4) 事業及び財務上の対処すべき課題

当中間連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

 

 
(5) 研究開発活動

当中間連結会計期間の研究開発費の総額は19億46百万円であります。なお、当中間連結会計期間において当社グ

ループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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３ 【重要な契約等】

当中間連結会計期間において、重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 356,400,000

計 356,400,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2026年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2026年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 96,315,400 96,315,400
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は100株であり
ます。

計 96,315,400 96,315,400 ― ―
 

 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2026年９月30日 ― 96,315,400 ― 7,100 ― 9,697
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(5) 【大株主の状況】

2026年９月30日現在

氏名又は名称 住　　　　　所
所有株式数
(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の総数
に対する所有
株式数の割合
(％)

株式会社ＫＯＤＥＮホールディ
ングス

東京都大田区多摩川２丁目１３－２４ 33,490,700 35.37

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区赤坂１丁目８番１号 5,986,800 6.32

株式会社日本カストディ銀行
（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－１２ 5,792,400 6.12

伊藤　典光 東京都港区 3,041,600 3.21

GOVERNMENT OF NORWAY
（常任代理人：シティバンク、
エヌ・エイ東京支店カストディ
業務部）

BANKPLASSEN 2, 0107 OSLO 1 OSLO 0107 NO
（東京都新宿区新宿６丁目２７番３０号）

1,784,455 1.88

管理信託（A030)受託者　株式
会社SMBC信託銀行

東京都千代田区丸の内１丁目３－２ 1,476,800 1.56

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD
AC ISG（FE-AC）
（常任代理人：株式会社三菱UFJ
銀行）

PETERBOROUGH COURT 133 FLEET STREET
LONDON EC4A 2BB UNITED KINGDOM
（東京都千代田区丸の内１丁目４番５号）

1,092,551 1.15

公益財団法人ハーモニック伊藤
財団

東京都品川区南大井６丁目２５－３ 1,000,000 1.06

STATE STREET BANK AND TRUST
COMPANY 505025
（常任代理人：株式会社みずほ
銀行決済営業部）

ONE CONGRESS STREET, SUITE 1, BOSTON,
MASSACHUSETTS 
（東京都港区港南２丁目１５－１）

973,740 1.03

JP JPMSE LUX RE NOMURA INT
PLC 1 EQ
（常任代理人：株式会社三菱UFJ
銀行）

1 ANGEL LANE LONDON - NORTH OF THE
THAMES UNITED KINGDOM EC4R 3AB 
（東京都千代田区丸の内１丁目４番５号）

931,405 0.98

計 ― 55,570,451 58.69
 

 

(注)１　上記の他当社所有の自己株式1,638,685株があります。

２　次の法人から、2026年10月22日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、5,095,200株を所有

している旨が記載されておりますが、2026年９月30日現在における当該法人名義の実質所有株式数の確認が

できませんので、上記「大株主の状況」には含めておりません。

　　　トライヴィスタ・キャピタル株式会社
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　　2026年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 1,638,600
 

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける基準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

94,511,900
 

945,119 同上

単元未満株式
普通株式

164,900
 

― ―

発行済株式総数 96,315,400 ― ―

総株主の議決権 ― 945,119 ―
 

（注）証券保管振替機構名義の株式はありません。

 

② 【自己株式等】

　 2026年９月30日現在

 所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ハーモニック・ド
ライブ・システムズ

東京都品川区南大井六丁目
25番３号

1,638,600 ― 1,638,600 1.70

計 ― 1,638,600 ― 1,638,600 1.70
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

(1) 当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則

第１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

(2) 当社の中間連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりまし

たが、当中間連結会計期間より百万円単位で記載することに変更いたしました。

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2026年４月１日から2026年９月30

日まで)に係る中間連結財務諸表について、PwC Japan有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 21,564 21,855

  受取手形 3,744 4,976

  売掛金 11,566 12,198

  有価証券 117 105

  商品及び製品 1,901 2,261

  仕掛品 4,300 5,121

  原材料及び貯蔵品 6,203 6,794

  その他 1,672 1,386

  貸倒引当金 △23 △18

  流動資産合計 51,048 54,680

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 17,166 16,874

   機械装置及び運搬具（純額） 12,713 11,985

   工具、器具及び備品（純額） 1,375 1,469

   その他（純額） 13,999 14,232

   有形固定資産合計 45,256 44,561

  無形固定資産   

   ソフトウエア 704 915

   顧客関係資産 9,187 8,527

   技術資産 2,453 2,277

   その他 260 47

   無形固定資産合計 12,605 11,767

  投資その他の資産   

   投資有価証券 390 848

   関係会社株式 0 28

   関係会社出資金 73 73

   関係会社長期貸付金 304 300

   退職給付に係る資産 1,488 1,516

   繰延税金資産 97 147

   その他 141 141

   貸倒引当金 △5 △5

   投資その他の資産合計 2,490 3,050

  固定資産合計 60,352 59,379

 資産合計 111,400 114,060
 

 

EDINET提出書類

株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ(E01712)

半期報告書

13/27



 

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,393 3,630

  短期借入金 2,204 704

  1年内返済予定の長期借入金 1,890 1,890

  リース債務 834 851

  未払法人税等 354 1,517

  賞与引当金 1,173 1,143

  役員賞与引当金 84 128

  製品補償損失引当金 176 128

  その他 3,161 3,556

  流動負債合計 12,273 13,551

 固定負債   

  長期借入金 9,125 8,179

  リース債務 4,011 3,684

  繰延税金負債 3,969 3,703

  役員退職慰労引当金 30 3

  その他の引当金 159 140

  退職給付に係る負債 986 944

  その他 453 405

  固定負債合計 18,735 17,062

 負債合計 31,009 30,614

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 7,100 7,100

  資本剰余金 22,753 22,789

  利益剰余金 38,765 40,805

  自己株式 △6,334 △6,296

  株主資本合計 62,284 64,398

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 23 259

  為替換算調整勘定 18,065 18,781

  退職給付に係る調整累計額 17 6

  その他の包括利益累計額合計 18,106 19,047

 純資産合計 80,390 83,445

負債純資産合計 111,400 114,060
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

売上高 27,838 36,124

売上原価 19,873 23,347

売上総利益 7,965 12,777

販売費及び一般管理費 ※1  7,499 ※1  8,572

営業利益 465 4,205

営業外収益   

 受取利息 105 106

 受取配当金 3 11

 為替差益 9 －

 その他 130 158

 営業外収益合計 249 276

営業外費用   

 支払利息 127 151

 持分法による投資損失 14 9

 為替差損 － 181

 その他 69 55

 営業外費用合計 211 397

経常利益 502 4,084

特別利益   

 固定資産売却益 1 3

 投資有価証券売却益 85 －

 特別利益合計 87 3

特別損失   

 固定資産売却損 0 －

 固定資産除却損 6 18

 特別損失合計 6 18

税金等調整前中間純利益 583 4,069

法人税、住民税及び事業税 319 1,410

法人税等調整額 △52 △327

法人税等合計 266 1,082

中間純利益 317 2,986

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純利益 317 2,986
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

中間純利益 317 2,986

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △119 235

 為替換算調整勘定 △607 716

 退職給付に係る調整額 △27 △11

 その他の包括利益合計 △755 940

中間包括利益 △438 3,926

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 △438 3,926

 非支配株主に係る中間包括利益 － －
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 583 4,069

 減価償却費 3,547 3,523

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 △5

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △49 △74

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4 △26

 執行役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 13 △18

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9 43

 製品補償損失引当金の増減額（△は減少） 120 △49

 受取利息 △105 △106

 受取配当金 △3 △11

 支払利息 127 151

 持分法による投資損益（△は益） 14 9

 投資有価証券売却損益（△は益） △85 －

 固定資産売却損益（△は益） △1 △3

 固定資産除却損 6 18

 売上債権の増減額（△は増加） 363 △1,711

 棚卸資産の増減額（△は増加） 6 △1,611

 仕入債務の増減額（△は減少） △92 1,141

 その他 604 298

 小計 5,046 5,634

 利息及び配当金の受取額 133 120

 利息の支払額 △124 △152

 法人税等の支払額 △1,337 △170

 法人税等の還付額 162 442

 営業活動によるキャッシュ・フロー 3,880 5,875

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △3,779 △2,051

 有形固定資産の売却による収入 2 5

 無形固定資産の取得による支出 △73 △59

 投資有価証券の取得による支出 △4 △114

 投資有価証券の売却による収入 327 －

 定期預金の預入による支出 △446 △500

 定期預金の払戻による収入 1,075 1,527

 敷金及び保証金の差入による支出 △0 △4

 敷金及び保証金の回収による収入 2 6

 長期貸付けによる支出 △0 －

 長期貸付金の回収による収入 0 0

 その他 0 △0

 投資活動によるキャッシュ・フロー △2,897 △1,190
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           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 1,320 2,320

 短期借入金の返済による支出 △3,320 △3,761

 長期借入金の返済による支出 △945 △945

 リース債務の返済による支出 △370 △431

 自己株式の取得による支出 △809 △0

 配当金の支払額 △948 △947

 財務活動によるキャッシュ・フロー △5,074 △3,765

現金及び現金同等物に係る換算差額 △252 346

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,343 1,266

現金及び現金同等物の期首残高 22,923 19,091

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※1  18,579 ※1  20,357
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 
 
(中間連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち、主要な費目と金額は次の通りであります。

   (単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

 
当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
 至 2026年９月30日)

給与手当 1,569  1,752

賞与引当金繰入額 277  399

役員賞与引当金繰入額 46  134

退職給付費用 22  67

役員退職慰労引当金繰入額 28  26

執行役員退職慰労引当金
繰入額

13  14

研究開発費 1,842  1,898

減価償却費 901  978
 

　

 
(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の当中間連結会計期間末残高と当中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

   (単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

 
当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

現金及び預金 20,555  21,855

短期有価証券
（３ヶ月以内満期）

84  105

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △2,060  △1,602

現金及び現金同等物 18,579  20,357
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(株主資本等関係)

前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月20日
定時株主総会

普通株式 949 10 2025年３月31日 2025年６月23日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年11月12日
取締役会

普通株式 946 10 2025年９月30日 2025年12月５日 利益剰余金
 

 
当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年６月19日
定時株主総会

普通株式 946 10 2026年３月31日 2026年６月22日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年11月11日
取締役会

普通株式 1,136 12 2026年９月30日 2026年12月４日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント

調整額
中間連結
損益計算書
計上額日本 中国 北米 欧州 計

売上高        

顧客との契約か
ら生じる収益

15,909 2,279 5,509 7,733 31,431 △3,593 27,838

  外部顧客への
売上高

12,369 2,276 5,496 7,695 27,838 － 27,838

 セグメント間
の内部売上高又
は振替高

3,540 2 12 37 3,593 △3,593 －

計 15,909 2,279 5,509 7,733 31,431 △3,593 27,838

セグメント利益
又は損失(△)

1,433 294 △32 35 1,729 △1,264 465
 

(注) １. セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,264百万円は、セグメント間取引消去△28百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△1,236百万円で構成され、全社費用は、基礎的試験研究費、当社の総務・
経理部門等の管理部門に係る費用であります。

２. 日本には、日本国内向けのほか、中国を除くアジア地域向け等に係る売上高及び費用が含まれております。

３．北米地域への売上高には、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める米国の売上高4,839百万円が含まれ
ております。

４. セグメント利益又は損失(△)は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント

調整額
中間連結
損益計算書
計上額日本 中国 北米 欧州 計

売上高        

顧客との契約か
ら生じる収益

22,219 2,252 7,161 9,651 41,285 △5,161 36,124

  外部顧客への
売上高

17,206 2,245 7,139 9,534 36,124 － 36,124

 セグメント間
の内部売上高又
は振替高

5,013 7 22 117 5,161 △5,161 －

計 22,219 2,252 7,161 9,651 41,285 △5,161 36,124

セグメント利益 4,721 220 503 174 5,620 △1,415 4,205
 

(注) １. セグメント利益の調整額△1,415百万円は、セグメント間取引消去△201百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,214百万円で構成され、全社費用は、基礎的試験研究費、当社の総務・経理部門等の
管理部門に係る費用であります。

２. 日本には、日本国内向けのほか、中国を除くアジア地域向け等に係る売上高及び費用が含まれております。

３．北米地域への売上高には、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める米国の売上高6,401百万円が含まれ
ております。

４. セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
３．報告セグメントの変更等に関する情報

当中間連結会計期間より、当社グループの主要な経営管理指標を経常利益から営業利益に変更したことに伴い、
セグメント利益も経常利益から営業利益に変更しております。
なお、前中間連結会計期間のセグメント利益又は損失(△)も営業利益又は損失(△)に変更したうえで比較してお
ります。

 
(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

１株当たり中間純利益 3円35銭 31円54銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益(百万円) 317 2,986

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益(百
万円)

317 2,986

 普通株式の期中平均株式数(株) 94,690,405 94,670,097
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
 
 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第39期(2026年４月１日から2027年３月31日まで)中間配当について、2026年11月11日開催の取締役会において、

2026年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                                 1,136百万円

② １株当たりの金額                                    12円

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日  　　 2026年12月4日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

　

2026年11月12日

株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ

取　締　役　会　御　中

 

PwC Japan有限責任監査法人

東京事務所

 指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　五　代　英　紀

 
 

 
 

 指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　櫻　井　良　孝
 

 
 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ハーモ

ニック・ドライブ・システムズの2026年4月1日から2027年3月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2026年4月1

日から2026年9月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結

包括利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、期中連結財務諸表に係る我が国において

一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ及び連結子会

社の2026年9月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの

状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用

される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中

間連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づ

いて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、期中連結財務諸表に係る我が国

において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報

告書において中間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業

は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企

業会計の基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間
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連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していない

と信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以  上

 
 

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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